
平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 北九州市 】 

１実践テーマ 【  Ⅴ  】  

２実施対象者 北九州市立徳力小学校 第３学年 ３学級 ７９名 

 

３展開の形式 

 

（１） 学校における活動 

① 教科名（ 〇 体育科 総合的な学習の時間 ） 

    

４ 目 標  

 （ねらい） 

〇普段体験したことがない運動に触れることによって、運動の楽しさ

やできた喜びを味わい、様々な運動をしてみようという意欲を育て

る。 

〇マイナースポーツに触れ、いろいろなスポーツがあることを知ると

ともに、興味・関心を持つ。 

 

５ 取組内容 １．いろいろなオリンピック種目について知る。【事前学習】 

 ○ オリンピックの種目を調べる 

  ・サッカー ・バレーボール ・陸上 

  ・バスケットボール ・レスリング 等 

〇 トランポリン競技について知る 

 

２．トランポリンを体験してみよう。【体験学習】 

 ○３名の方の模範演技を見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・「すごーい。」「かっこいー。」などの歓声が上がった。 

  ・「早くやってみたい。」「楽しそう。」等の声が聞かれ、興味をも

った児童が多く見られた。 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



〇基本的なトランポリンの技を体験する 

【気を付けの姿勢でのストレートジャンプ】  【膝落ち】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【腰落ち】 

           【膝落ち → 腰落ち → 立つ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・垂直跳び → 腰落ち → 立つ 

  ・ストレートジャンプ 

 

３．感想を書く。【事後学習】 

〇 最後頑張って跳んでみると、最初より上手に跳べました。トラン

ポリンを跳ぶことが大好きになりました。 

〇 初めは落ちたらどうしよう。怖いなあと思ったけど、やってみる

ととても楽しくて、朝から昼までしたいと思いました。こんな楽し

い機会はないと思いました。また、トランポリンをしたいです。 

 



〇 トランポリンを跳んだのは、生まれて初めてだったので、少し怖

かったです。でも、教えてくれた人たちはとてもダイナミックなジ

ャンプで、凄かったです。２０２０年の東京オリンピックが楽しみ

です。ぜひ、日本人にメダルを取ってもらいたいと思います。 

〇 私は、世界トップレベルの選手のジャンプは約８メートルぐらい

と分かって、びっくりしました。私は、トランポリンを習っている

ので、もし、オリンピック選手になったら、８メートルより高く跳

べるようになれたらいいなと思いました。 

６ 主な成果 

 

〇 初めは恐る恐るしていた子どもたちも、上手になった喜びからか

嬉しそうに活動しており、とても楽しかったという感想が多く聞か

れた。 

〇 初めてしてみて、こんな楽しい機会はない。また、トランポリン

をしてみたいという児童の感想が多く見られた。 

○ 遊園地などの遊びのトランポリンではなく、競技スポーツとして

のトランポリンをすることで、通常の学校教育ではできないことを

体験させることができた。子どもたちの喜びも大変大きかった。 

〇 ダイナミックな模範演技を見ることができ、オリンピックでトラ

ンポリン競技を見たいという児童が多くおり、オリンピックに対す

る興味を持たせることができた。 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

〇 トランポリン協会の方のご協力を得て、４台の本格的なトランポ

リンを使って、実際に体験させることができた。そのため、活動時

間が多く、様々な技を体験することができた。また、遊園地などの

トランポリンとの違いを体感させることができた。 

８主な課題等 〇 トランポリンの輸送費がかかるため、半日だけの開催となり、１

学年だけしか体験できない。他の学年にも経験させたかった。輸送

面等で、工夫できないかと思う。 

○ 事後学習で、オリンピックなどの映像を見せることができれば、

更に児童の興味・関心を高めることができると思われる。来年度は、

映像を準備したい。 

９来年度以降

の実施予定 

〇 来年度も、本年度と同様、トランポリン体験を通して、オリンピ

ックスポーツに実際に触れる機会にしたい。 

 


